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Ⅰ．平成２４年３月期第２四半期業績

および 通期業績予想
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■損益計算書（連結）

平成23年3月期

第2四半期累計 実績

平成24年3月期

第2四半期累計 実績
前年同四半期比

売上高 6,737 6,538 △199 △3.0％

営業利益 2 △169 △172 －

経常利益 10 △159 △170 －

四半期純利益 △29 △56 △26 －

一株当たり四半期純利益 △3円83銭 △7円31銭 △3円48銭

（単位：百万円）

売 上 高

市場規模の縮小を反映した厳しい受注競争を展開しており
加えて西日本を襲った台風12号および15号による工事中止
の影響。

エスイー朝日㈱及び㈱キョウエイで市場環境の好転に支えら
れ、順調な業績回復を見せたことでグループ業績に寄与。

営 業 利 益

サマリー情報（その他）に関する事項

韓国の持分法適用会社である株式会社コリアエスイーは、第1四

半期連結会計期間より、韓国の上場企業に韓国採択国際会計基

準の採用が義務付けられたことを契機に、退職給付債務の計算

を変更。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結

会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸表、および

連結財務諸表となっている。

これによる影響額は軽微。

利益率の高い工場製品である『落橋防止装置』の販売が
伸びず。
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■売上･経常利益の推移
（連結） 売上高・経常利益の推移（平成19年3月期～平成24年3月期）
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■セグメント別売上高

区区 分分
平成23年3月期

第２四半期累計 実績

平成24年3月期

第２四半期累計 実績 前年同前年同四半四半期比期比

売上高 構成比 売上高 構成比

建設用資機材の

製造・販売

環境・防災分野 3,557

‐

3,447

‐

△109 △3.1％

橋梁構造分野 1,173 733 △440 △37.5％

その他 111 83 △28 △25.2％

小計 4,842 71.9% 4,264 65.2% △578 △12.0％

建築用資材の

製造・販売
1,714 25.4% 2,099 32.1% 385 22.5％

建設コンサルタント 158 2.4% 169 2.6% 11 7.1％

その他 21 0.3% 4 0.1% △16 △78.6％

合合 計計 6,737 100.0% 6,538 100.0% △199 △3.0％

売上高は百万円未満を端数処理（切捨て）しておりますので、内訳数値と合計値が一致しない場合があります。

（単位：百万円）
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■貸借対照表（連結）

平成23年3月期末
平成24年3月期

第２四半期末
前期末比較

流動資産 12,406 11,008 △1,397 △11.3％

固定資産 5,440 5,468 28 0.5％

資産 合計 17,846 16,477 △1,368 △7.7％

流動負債 7,405 6,217 △1,188 △16.0％

固定負債 4,238 4,256 17 0.4％

負債 合計 11,644 10,473 △1,171 △10.1％

純資産 合計 6,201 6,004 △197 △3.2％

負債・純資産 合計 17,846 16,477 △1,368 △7.7％

（単位：百万円）

（平成23年3月期末） （平成24年3月期第２四半期末）

■ 自己資本比率 34.7％ 36.4％

■ 一株当たり純資産 809円28銭 781円86銭
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■CF計算書（連結）

平成23年3月期

第２四半期累計 実績

平成24年3月期

第２四半期累計 実績
前年同四半期比

営業活動によるキャッシュ・フロー 633 317 △316 △49.9％

投資活動によるキャッシュ・フロー △188 △72 115 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △206 △189 17 －

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △7 △0 －

現金及び現金同等物 増減額 231 48 △183 △79.2％
現金及び現金同等物 期首残高 2,491 3,206 715 28.7％

現金及び現金同等物 四半期末残高 2,722 3,254 532 19.5％

（単位：百万円）

主なＣＦ項目の要因主なＣＦ項目の要因

営業活動によるCF： 主な資金の増加は、売上債権の減少額1,916百万円等、主な資金の減少は、たな卸資産の
増加額370百万円、仕入債務の減少額1,076百万円、法人税等の支払額177百万円など

投資活動によるCF：有形固定資産の取得による支出60百万円など

財務活動によるCF： 主な増加要因は、長期借入による収入768百万円、社債の発行による収入100百万円であり、
主な減少要因は短期借入金の純減額76百万円、長期借入の返済による支出696百万円、社債
の償還による支出127百万円、親会社による配当金の支払153百万円など
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■平成24年3月期 業績予想（連結）

平成23年3月期
通期 実績

平成24年3月期
通期 予測

前年同期比

売上高 15,368 17,000 1,631 10.6％

営業利益 529 765 235 44.5％

経常利益 544 800 255 46.9％

当期純利益 324 471 147 45.3％

（単位：百万円）

平成19.3期 平成20.3期 平成21.3期 平成22.3期 平成23.3期 平成24.3期
（予測）

一株当たり
当期純利益（円）

35.02 50.17 31.77 51.68 42.24 61.40

一株当たり
配当金（円）

20 20 20 20 20 20

配当性向（％） 57.1％ 39.9％ 63.0％ 38.7％ 47.3％ 32.6％

平成24年3月期 期末配当金 1株当たり 2020円円（予定）（予定）

一株当たり当期純利益・配当金及び配当性向の推移（連結）

※ 平成19年3月期の配当金は記念配当5円を含む。

※



Ⅱ. 平成２４年３月期第２四半期

事業報告



■ 平成24年3月期第2四半期
セグメント別 売上構成

建設用資機材の
製造・販売

・ 環境・防災分野
・ 橋梁構造分野
・ その他

（リペア･テクノ事業含む）

42億64百万円

㈱エスイー

建設コンサルタント

1億69百万円

㈱アンジェロセック

全社合計全社合計
6565億億3838百万円百万円

65.2%

32.1%

2.6%

0.1%

建築用資材の
製造・販売

20億99百万円

エスイー朝日㈱
／㈱キョウエイ

その他
(バイオマス関連)

４百万円

エスイーバイオマステクノ㈱

11



■ 建設用資機材の製造･販売

◆環境･防災分野◆環境･防災分野

－グラウンドアンカー

－落橋防止装置

－KIT受圧板 など

◆橋梁構造分野◆橋梁構造分野

－斜材ケーブル

－橋梁用ケーブル

－外ケーブル など

◆その他◆その他

－建設用機材のレンタル

－リペア･テクノ事業

㈱㈱ エエ スス イイ ーー

売上高 ： ４２億６４百万円

営業損失 ： １億４７百万円

８１％８１％

１７％１７％

２％２％

＜各分野の内訳＞

売上高 34億47百万円

売上高 7億33百万円

売上高 83百万円
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■ 環境・防災分野

【【 環境・防災分野売上推移環境・防災分野売上推移 】】

（百万円）
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◇主力製品である『アンカー』は前年同期比で18.2％
増加、『落橋防止装置』は28.7％減少

◇港湾岸壁の補修に用いられる『控策』は前年同期に
特需物件があったため、当第２四半期連結累計期間
では58.4％の減少

◇落橋防止の関連製品である『ブラケット』は新製品と
して市場に受け入れられ、428.2％と高い伸び率

『『 ブブ ララ ケケ ッッ トト 』』 とと はは

【 製 品 概 要 】

・『落橋防止装置』や『外ケーブル』

等を既設構造物に定着させる際に
使用する鋼材。

・さらに下部工側の取付け ブラケット

構造を首振り自在式構造にして、コ
ンパクトかつ軽量化し、コスト縮減を
実現した『ユニバーサルシステム』も。
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■ 橋梁構造分野

由利橋（秋田県）由利橋（秋田県）

【【 橋梁構造分野売上推移橋梁構造分野売上推移 】】

（百万円）
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◇ 前年同期は韓国で大型の斜材物件（「ハミョン大
橋」）があったため、『FUT-H型斜材ケーブル』の
売上が大幅に減少

【概要】

・ 由利橋架替事業 上部工工事

・ ２径間鋼斜張橋

・ 橋長：１９０．５ ｍ

・ 『斜材ケーブル』を始め『落橋防
止装置』なども納入予定（注）前期第1四半期より、新しい報告セグメントに変更したため、そ

れ以前の各期についても変更した区分により金額を表示しておりま
す（建設コンサルタント事業を除く）。
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完成予想図完成予想図



■ その他 (リペア・テクノ事業含む)

【【その他および補修・補強事業その他および補修・補強事業】】

◇施工に用いるジャッキ・ポンプ等の緊張用機材のレンタル
売上が受注物件減少の影響から前年同期比54.2％の減少

①① 初の元請受注！！初の元請受注！！

②② 九州高速道路の補修案件九州高速道路の補修案件
長崎県大村市 「大上戸川橋」 山口県下関市 「小倉池橋」

＜ レ ン タ ル ＞

＜ リペア・テクノ事業部 ＞

山口県～鹿児島までNEXCO西日
本九州支社の10管理事務所による
橋梁の補修・保全工事を受注。110
橋脚および橋台が対象。

これまでの工事実績により、
事業部設立からわずか1
年で、福岡県にある複数
橋梁の補修工事を一括で
元請受注しました。
今後の事業展開において
大きな前進となりました。

15

◇「補修・補強市場」への事業展開はよう
やく緒についた段階



■ 建築用資材の製造・販売

エスイー朝日㈱エスイー朝日㈱ ／／ ㈱キョウエイ㈱キョウエイ

● 市場の回復 ： 指標となる「首都圏新設マンション着工数」が
平成23年8月まで13ヶ月連続で増加

● ２社の経営効率化 ： ・ オペレーションの統合や顧客基盤の拡大など
シナジーの発揮

・ 合理化によるコスト削減
・ 関東・東北を中心としたネットワーク強化

売上高 ：２０億９９百万円

営業利益 ： １億２３百万円 増増 収収 増増 益益
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平成24年1月1日に合併予定

新商号 「エスイーＡ＆Ｋ株式会社」



■ 建設コンサルタント

㈱㈱ アア ンン ジジ ェェ ロロ セセ ッッ クク

売上高 ： １億６９百万円

営業損失 ： １億０４百万円

◇「コンゴ国キンシャサ市ポワ・ルー通り４車線化調査」
の売上が第３四半期以降にずれ込んだことで、売上高
169百万円（前年同期比7.1％増）、営業損失104百万円
（前年同期は94百万円の営業損失）

● フランス語圏のアフリカ諸国におけるJICA、外務省によるODA案件に強み

パキスタン
『国道25号線改修計画施工監理』

● また、アフリカやアジアを中心とした、発展途上国での環境・エネルギー事業

も積極的に展開

チュニジア
『水環境改善事業準備調査』

ブータン
『サイクロン災害復興支援計画』

17



■ バイオマス関連

●ベトナムを中心としたASEAN諸国での小型浄水装置

および海水淡水化装置の市場開拓

エスイーバイオマステクノ㈱エスイーバイオマステクノ㈱

東日本大震災後

国内の地方自治体や病院などにも営業展開

・ 製品の改良開発
－製造コスト削減
－軽量化

18

売上高 ： ４百万円

営業損失 ： ２０百万円

＜新型浄水装置＞

●食料残渣装置納入

●研究開発

－ 新分野の研究開発における製品化への取組み
－ 建設用資材への応用

食品工場への導入： FED1000 × ２台



Ⅲ. ＳＥＣグループの今後の戦略



■ 市場環境

● 公共事業費の削減
－公共事業費の10年連続削減。
平成23年度の総額は実質5.1%減の5兆4799億円。

● 東日本大震災や台風12号・15号の影響による市場不安定化

－災害による工事中止が相次ぐ。
被災地の復旧・復興財源確保のため、公共事業費の5%が
執行留保になるなど。

11/10 － 復興需要の波及、第３次補正予算成立
( 総額 約12.1兆円 ： 復興交付金1.56兆円、公共事業1.47兆円 )

10/07 － 公共事業費５％執行留保を解除
： 総額３千億円が防災事業へ優先配分予定

今期末に向けて災害等に対する予算執行状況や市場動向を注視

【平成24年3月期第2四半期 建設業界をとりまく市場環境】

徐々に
回復の兆し
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■ 今後の戦略

・ 水処理関連事業・ 既設橋の補修･補強

・ PPP／コンセッション事業（上下水道、橋梁分野）

新規事業

・ ベトナム におけるトータル

エンジニアリング
・ 既存製品の用途拡大既存事業

海外国内

● 健全経営と成長戦略

● 新技術の開発と製品開発

21



■ 健全経営と成長戦略

課題：選択と集中
：国際化比率の向上
：投資、キャッシュフロー増加の検討
：開発費用の検討
：人員の再検討と整合性

自己資本比率の向上
自己資本＝経済不安定の影響 小

健全な財務体制を維持

－企業としての体力向上
－信頼性の向上

事業多角化
公共事業に頼らない事業システムの構築

社会やニーズの変化に対応すべく
新たな収益源となる事業の模索

バランス

「ROI」 を重視した経営戦略をとっていくことが重要

● エコロジー＆エネルギー
エスイーバイオマステクノの技術開発

● 耐震性
S.E.E.E.工法の優位性

● 海外進出
ベトナムを中心としたASEAN諸国

【【成長へのキーワード成長へのキーワード】】
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■ 新技術の開発と製品開発

＜エスイーバイオマステクノ株式会社＞

● 光触媒関連の材料開発

・ 現在、大学と共同で研究開発中

・ エコハウス、その他建築物や構造物などに活用

● 超高強度コンクリートの開発・製品化

・ 建設用資材として環境防災分野製品（KIT受圧板など）への応用

・ リペア・テクノ分野への展開

● ベトナムにおける海水淡水化装置の製造・販売

・ 海水淡水化装置の製造・販売をベトナムで現地化

→ ベトナムを拠点に周辺諸国へ事業展開

・島嶼地域を中心に営業活動を行う

23



■ 国内 × 既存事業

東日本大震災および台風東日本大震災および台風1212号および号および1515号の災害対策への活用号の災害対策への活用

◆＜既存製品の用途拡大＞グラウンドアンカーの拡販

砂防ダム（砂防えん堤）
の補強

埋砂

アンカー補強 砂
防
ダ
ム

港湾・漁港構造物
の耐震補強

グラウンドアンカー

基礎マウンド

裏込め石

アンカー補強

地滑り対策から

新たに、急速施工できる『津波対策防波堤』の
特許も出願中（意匠権取得済）

新たに、急速施工できる『津波対策防波堤』の
特許も出願中（意匠権取得済）

（財）沿岸技術研究センターより
評価証評価証取得 済

（財）砂防・地すべり技術センター

技術審査証明技術審査証明取得 準備中
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■ 国内 × 既存事業

◆ 災害対策においては・・・

25

● 台風被害： 紀伊半島での地すべり発生地すべり発生
● 大地震 ： 揺れによる橋梁やその他構造物の崩壊構造物の崩壊
● 津 波 ： 港湾や漁港の崩壊港湾や漁港の崩壊による被害拡大、

被災後も復興に大きな障害

災害復興需要優れた耐震性

【 S.E.E.E.グラウンドアンカーの特長 】

ナット定着ナット定着 ・何度でも緊張力の調整が可能で維持管理における優位性

圧圧 着着 型型 ・地震時の衝撃荷重や繰返し荷重にも有効に機能

（財）砂防・地すべり技術センターおよび（財）沿岸技術研究センターより技術審査証明や評価証を取得

第三者専門機関からの高い評価



■ 国内 × 新規事業 ①

当社グループからは、コンセッションのリ

スク分担に関する調査研究案件を共同提
案し、採択された。（来年3月までの報告）

「鹿児島県 錦江湾横断道路他」

「滋賀県 湖南市 下水道」

「千葉県 習志野市 下水道」

◆PPP(コンセッション方式)による事業提案
● 国土交通省による
「新たなPPP/PFI事業」提案

● 「コンセッション事業部」 新設

11月１日より、コンセッション（PPP）に
よる事業創出、プロジェクト提案を専門
に扱う部署を新設。人的ネットワークや
トータルエンジニアリング力で、国内で
のPPP事業獲得を目指します。

有料道路のコンセッション事業有料道路のコンセッション事業

官
Public 国民

税金

利用料金

サービス提供

金融
機関

特別目的
会社
SPC

資金調達借入金返済

事業権契約
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■ 国内 × 新規事業 ②

●元請受注体制の構築

◆既設橋の補修･補強（リペア・テクノ事業）

・人材、実績、顧客、ノウハウなどの獲得

・費用対効果の検証

●地方自治体が保有する

「小規模だが数が多い老朽化した橋梁の管理」小規模だが数が多い老朽化した橋梁の管理」をサポート

M&AM&Aの検討の検討

・ トータルエンジニアリング力を生かして、製品（外ケー
ブル等） 納入～工事施工まで、ソリューションをトータ

ルで提供

・ PPPによる老朽化した橋梁の補修・補強プロジェクト

のビジネスモデルも検討中

27



□ 参考データ

◆老朽化する既設橋梁の現状

28

● 地方自治体による老朽化橋梁の管理状況

津波で崩壊した歌津大橋（宮城県南三陸町）

・ 地震および津波による既設橋梁の

被害は、およそ 600橋 。

・ 損壊した橋梁の補修だけでなく被害の

なかった橋梁に関しても耐震補強の必
要性が指摘されている。

・ 2011年9月 現在 ： 老朽化のため通行止めの橋梁数 約１，６００橋

三年後には３，０００橋を超えることが想定される

さ ら に 、

東日本大震災での既設橋被害



■ 海外 × 既存事業

『ハノイ－ハイフォン間高速道路 施工管理業務』

『Nhat Le2橋 デザインチェック業務』

『Bai Chay橋 法面対策調査設計業務』 受注
－ IDI（国際建設技術協会）との連携

『高速道路関係のPPPプロジェクトの立上げ』

VJECVJEC

製品の提供
（グラウンドアンカー

など）

VJECと技術面での

支援協力

KK--SESECC
施工協力

エスイーバイオマスエスイーバイオマス
××

アンジェロセックアンジェロセック
海水淡水化装置の

ソフト・ハードエンジニアリング

（製造・販売）

◆ ベトナムにおけるトータルエンジニアリング

29

グラウンドアンカー、
PCケーブルの生産拠点現地化

独自で現地上場会社との
合弁会社設立予定

エスイーエスイー



◆水処理関連事業の推進

■ 海外 × 新規事業

◆エネルギー環境開発分野への事業拡大

－ エスイーバイオマステクノ ： 海水淡水化装置などの研究開発

－ アンジェロセック ：専門部署として水環境技術部を設置して、給水、水処理、
港湾、河川の分野において、概念設計から施工監理まで
幅広いサービスを提供

今年6月にアンジェロセック
が環境省発注の「平成23年
度新メカニズムの構築に向
けたアフリカ地域における
MRV*体制構築支援事業」を

受注するなど、新たな事業
分野へも注力。

出展：環境省地球環境局市場メカニズム室

30

*MRV : Measuring, Reporting and Verification
（測定・報告・検証）の略。
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Ｉｎｇｅｒｏｐ

㈱アンジェロセック㈱アンジェロセック

◎ 国内 ： 外務省、国交省、地方自治体
◎ 海外 ： JICA、ODA、環境省

（PPP/コンセッション事業など含む）
K-SEC、Ｔ.Ｉ.Ｓ.

エンジニアリング

韓国

エスイーバイオマステクノ㈱
海水淡水化（浄水化）、バイオマス、

エコ関連の研究開発

エスイーバイオマステクノ㈱
海水淡水化（浄水化）、バイオマス、

エコ関連の研究開発

■ ビジネスフロー構想

ベトナム

エスイー朝日㈱／㈱キョウエイ
(2012.1～エスイーA&K㈱)

建築、土木資材生産販売

エスイー朝日㈱／㈱キョウエイ
(2012.1～エスイーA&K㈱)

建築、土木資材生産販売

エスイーリペア･テクノ
（将来分社化予定）

補修・補強工事、斜材事業

エスイーリペア･テクノ
（将来分社化予定）

補修・補強工事、斜材事業

㈱エスイー
エンジニアリングメーカー

㈱エスイー
エンジニアリングメーカー

V-JEC
PPP、道路、橋梁、水・エネルギー

V-SEC（予定）
永久グラウンドアンカー、PCケーブル

製造・販売

フランス エンジニアリング建設メーカーへエンジニアリング建設メーカーへ
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■SECグループ売上／利益計画
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ご清聴ありがとうございました

㈱エスイー

㈱アンジェロセック

エスイー
バイオマステクノ㈱

エスイーグループ

エスイー
A&K ㈱

(2012年1月設立予定)

Korea SE 
Corporation
（K-SEC）

（VJEC）

VIETNAM-JAPAN 
ENGINEERING 

CONSULTANTS 
CO.,LTD.
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